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要約してください。 

ChatGPT 

この文書「生成 AI を活用した特許データの処理、視覚化、分析、及び、解釈について」は、

特許データの処理において、生成 AI（特に ChatGPT）を活用することで、従来の機械学習

手法では困難だったタスクを効率化する方法を解説しています。特に、ChatGPT を用いた

特許データの分類、視覚化、分析、および解釈のプロセスを詳しく説明しています。 

主な内容は以下の通りです： 

1. 導入： 

o ChatGPT の登場により、特許データの処理が革新的に改善され、文脈を理

解し人間のような文書生成が可能になったことが強調されています。 

2. 特許データの処理： 

o データの収集から始まり、特許データベースの構築までのプロセスが詳細に

説明されています。日立とダイソンの掃除機ブランドを例に、特許データの分

類と処理方法が示されています。 

3. 特許データの視覚化： 

o ChatGPT を用いて作成されたデータベースの視覚化について解説されてい

ます。視覚化手法として、マトリクス図とネットワーク図が用いられ、Python

を使用して視覚化プログラムが開発されました。 

4. 特許データの分析と解釈： 

o ChatGPT の Advanced Data Analysis 機能を用いて、特許データのマトリクス

分析とネットワーク分析を行い、その結果を解釈するプロセスが紹介されて

います。ダイソンと日立の製品を比較し、それぞれの特徴と市場戦略が考察

されています。 

5. まとめ： 

o 本研究では、ChatGPT の導入により特許データの自動分類と視覚化が効率

化され、さらに高度なデータ分析が可能になったと結論付けられています。

今後の研究や実務において、ChatGPT を活用した特許データ分析の重要性

が増すことが予想されます。 

この文書は、特許データ処理における ChatGPT の応用とその可能性についての包括的な

ガイドラインとなっており、特許業務に関わる専門家にとって有用な情報を提供しています。 

4o 
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「特許データの処理： データの収集から始まり、特許データベースの構築までのプロセス

が詳細に説明されています。日立とダイソンの掃除機ブランドを例に、特許データの分類と

処理方法が示されています。」を詳しく。 

ChatGPT 

「特許データの処理」に関する詳細な説明は、特許データを効果的に収集・分類し、データ

ベースを構築するまでのプロセスを段階的に解説しています。以下にその内容を詳述しま

す。 

1. 特許データの収集 

まず、特許データを収集するプロセスについて説明されています。本研究では、日立とダイ

ソンの掃除機ブランドを対象に、関連する特許データと製品のレビューデータを収集してい

ます。 

• 特許データの収集: 

o 特許データは、特許情報プラットフォーム（j-platpat）から収集されます。ここ

では、ダイソンと日立の両社の掃除機に関する特許データを収集しました。 

o 収集されたデータには、特許のタイトル、申請者、発明者、申請日、公開日、

クレーム、要約などが含まれます。 

• レビューデータの収集: 

o 一方で、製品のレビューデータは、Amazon などの EC サイトから取得しま

す。これらのデータは、特許データと組み合わせることで、製品の便益

（Benefit）や品質（Quality）に関する分析に使用されます。 

o ダイソンと日立のレビューデータは、それぞれ 100 件ずつ収集されました。こ

れにより、分析に使用する総データ数は 400 件となります。 

2. 特許データの分類とデータベースの構築 

収集されたデータを分類し、データベースを構築するプロセスが次に説明されています。こ

こでは、特許データとレビューデータを「便益」「品質」「構造」の 3 つの分類に分けて整理し

ます。 

• 分類の作成: 

o 便益、品質、構造の分類: 

 特許データおよびレビューデータを「便益」「品質」「構造」の 3 つの主

要カテゴリに分類します。この分類により、データの分析と視覚化が

容易になります。 

 具体的な分類の手法として、ChatGPT を使用し、これらのカテゴリご

とに 10 個の分類を生成しました。例えば、「便益」に関しては、「心地

よい清潔感」「労力の軽減感」「家事の効率向上」などの分類が作成

されました。 
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o ChatGPT による分類生成の手順: 

 ChatGPT を用いて分類を生成する手順が説明されています。プロン

プトを ChatGPT に入力し、掃除機に関する特定の分類を生成させま

す。たとえば、「便益分類」では、ユーザーが掃除機に期待する 10 個

の便益について ChatGPT に考えさせ、それを分類として使用しま

す。 

• データの分類とデータベースの完成: 

o GPT API による自動分類: 

 本研究では、収集したデータを ChatGPT や GPT API を用いて自動

的に分類しています。これにより、400 件のデータを効率的に処理し、

エクセルなどのスプレッドシートに分類結果を保存しました。 

 スプレッドシートの「quality」セルに品質分類の関数を適用し、

「benefit」セルに便益分類の関数を適用して、自動的に分類を行いま

す。 

 最終的に、ダイソンおよび日立の「便益・品質データベース」と「品質・

構造データベース」を構築しました。これらは CSV 形式で保存され、

それぞれ「Dyson_b-q.csv」「Hitachi_b-q.csv」「Dyson_q-s.csv」

「Hitachi_q-s.csv」と命名されました。 

このように、特許データの処理プロセスは、データの収集、分類、そしてデータベースの構

築までを包括的にカバーしており、ChatGPT や GPT API の活用によって、従来よりも効率

的かつ精度の高いデータ処理が可能になっています。 

4o 

「特許データの視覚化： ChatGPT を用いて作成されたデータベースの視覚化について解

説されています。視覚化手法として、マトリクス図とネットワーク図が用いられ、Python を使

用して視覚化プログラムが開発されました。」を詳しく 

ChatGPT 

「特許データの視覚化」セクションでは、ChatGPT を用いて作成された特許データベースを

視覚化する手法について詳しく説明されています。このプロセスでは、データをわかりやす

く表現し、分析結果を効果的に伝えるために、特定の視覚化手法が用いられています。主

な視覚化手法として、マトリクス図とネットワーク図が使用され、Python を使ってこれらの図

を生成する視覚化プログラムが開発されています。 

1. 視覚化の概要 

まず、視覚化の目的と重要性が述べられています。特許データを視覚化することで、データ

のパターンや関係性が明確になり、分析結果をより直感的に理解できるようになります。視

覚化のためのプログラムは、Python を使用して Google Colaboratory 上で実行され、

ChatGPT がプログラム作成の補助ツールとして活用されました。 
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2. マトリクス図 

マトリクス図は、特許データの関係性を視覚的に示すために使用されます。データを行と列

に配置し、その交差点に関する情報を示すことで、2 つのカテゴリ間の関係性を明示しま

す。 

• マトリクス図の概要: 

o マトリクス図は、特定の行と列の交差点に関連するデータを表示する視覚化

手法です。特に、2 つのカテゴリまたは変数間の関係性を示すのに役立ちま

す。 

• マトリクス図の生成: 

o ChatGPT を利用して、便益・品質データベースと品質・構造データベースの

関係性を視覚化するマトリクス図が作成されました。例えば、図 7 では、便

益と品質の関係を示すマトリクス図と、品質と構造の関係を示すマトリクス図

が、品質の軸を共通にして上下に結合されています。この視覚化により、各

要素がどのように関連しているかを一目で把握することができます。 

3. ネットワーク図 

ネットワーク図は、ノード（点）とエッジ（線）を使ってデータの要素間の関係性や相互作用を

視覚化する手法です。 

• ネットワーク図の概要: 

o ネットワーク図は、データ要素間の関係性や相互作用を視覚的に示すため

のツールです。ノードはデータの要素を表し、エッジはノード間の関係を示し

ます。ネットワーク図は、複雑な関係や相互作用を視覚的に把握するのに適

しています。 

• ネットワーク図の生成: 

o ChatGPT を用いて、便益・品質データベースと品質・構造データベースを基

にしたネットワーク図が作成されました。図 8 では、便益と品質の関係を示

すグラフと、品質と構造の関係を示すグラフが、品質のノードを共通にして左

右に連結された形式で表示されています。これにより、各要素がどのように

繋がっているかが視覚的に明確になります。 

4. プログラム開発 

視覚化プログラムの開発は Python で行われ、Google Colaboratory を使用して実行されま

した。 

• プログラムの詳細: 

o プログラムの作成には、ChatGPT が補助ツールとして使用されました。

Python を用いて、特許データをマトリクス図やネットワーク図に変換するプロ
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グラムが開発されました。これにより、データの視覚化が自動的に行われ、

ユーザーは視覚化された結果を基に分析を進めることができます。 

5. 視覚化の効果 

視覚化の効果についても言及されています。視覚化により、特許データの複雑な関係を直

感的に理解することが可能になり、分析結果をより効果的に伝える手段として重要な役割

を果たします。 

このように、「特許データの視覚化」セクションでは、特許データベースの視覚化手法とし

て、マトリクス図とネットワーク図が紹介され、それらを生成するプログラムの開発手順が詳

細に説明されています。視覚化により、データのパターンや関係性が明確になり、より深い

分析が可能になります。 

4o 

「特許データの分析と解釈： ChatGPT の Advanced Data Analysis 機能を用いて、特許デ

ータのマトリクス分析とネットワーク分析を行い、その結果を解釈するプロセスが紹介され

ています。ダイソンと日立の製品を比較し、それぞれの特徴と市場戦略が考察されていま

す。」を詳しく。 

ChatGPT 

「特許データの分析と解釈」のセクションでは、ChatGPT の Advanced Data Analysis 機能を

活用して特許データをマトリクス分析とネットワーク分析の手法で解析し、その結果を解釈

するプロセスが詳細に説明されています。特に、ダイソンと日立という二つの企業の製品を

例に取り、それぞれの特徴や市場戦略について考察が行われています。 

1. 分析の準備 

この段階では、特許データの分析に必要なデータセットを ChatGPT に取り込む準備が行わ

れます。 

• データの準備: 

o ダイソンと日立の製品に関連する特許データを収集し、それらを便益

（Benefit）、品質（Quality）、構造（Structure）の 3 つのカテゴリに分類したデ

ータベースが CSV 形式で準備されます。 

o 具体的には、「Dyson_b-q.csv」「Dyson_q-s.csv」「Hitachi_b-q.csv」「Hitachi_q-

s.csv」の 4 つの CSV ファイルが用意されます。これらのファイルは、各企業

の掃除機に関する便益と品質、品質と構造の関係性を示すデータです。 

2. マトリクス分析とその解釈 

マトリクス分析は、データの関係性を行と列で示す方法で、特に 2 つのカテゴリ間の関連性

を評価するのに有効です。 
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• マトリクス分析の手順: 

o クロス集計: まず、ダイソンと日立の便益と品質、品質と構造のデータをクロ

ス集計します。クロス集計によって、各カテゴリ間の関係性が明確になりま

す。 

o 分析法の提案: ChatGPT は、カイ二乗検定、相関係数、クラマーの V、コレ

スポンデンス分析、ロジスティック回帰など、いくつかの分析手法を提案しま

す。 

o コレスポンデンス分析の実行: 提案された手法の中から、コレスポンデンス

分析を選択して実行します。この分析手法は、カテゴリ変数間の関係を 2 次

元または 3 次元のグラフ上で視覚化することができ、カテゴリ間の相対的な

位置関係を理解するのに役立ちます。 

• コレスポンデンス分析の結果の解釈: 

o 便益（Benefit）: 

 ダイソン: 便益の要素が主成分空間内で広く分布しており、ダイソン

の製品が多様な便益を提供していることを示唆しています。 

 日立: 日立も便益の要素が広く分布していますが、一部の要素が特

に近くにプロットされています。これは、特定の便益が互いに関連して

いる可能性を示しています。 

o 品質（Quality）: 

 ダイソン: 品質の要素が比較的近い位置にプロットされており、ダイソ

ンの製品が一定の品質基準を持っている可能性を示唆しています。 

 日立: 日立の品質要素は広く分布しており、多様な品質基準を持って

いることが示唆されます。 

o 構造（Structure）: 

 ダイソン: 構造の要素が広く分布しており、ダイソンの製品が多様な

構造要素を持っている可能性が示されています。 

 日立: 構造要素も広く分布していますが、一部が近くにプロットされて

います。これらの要素が互いに関連している可能性があります。 

o 総合的な解釈: 

 ダイソンの製品は、品質面で一定の基準を維持しつつ、多様な便益

と構造を提供しており、特定の市場セグメント（高品質を求める顧客）

に焦点を当てている可能性があります。 

 日立は、便益、品質、構造のすべてにおいて多様性を持っており、多

様な市場セグメントにアピールする戦略を採っている可能性がありま

す。 

3. ネットワーク分析とその解釈 

ネットワーク分析は、ノード（点）とエッジ（線）を使ってデータの要素間の関係性を視覚的に

示す手法で、複雑な関係性を明確に表現するのに適しています。 
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• ネットワーク分析の手順: 

o ネットワークの作成: ダイソンと日立の便益、品質、構造データを用いて、企

業ごとのネットワークを作成します。各ノードはデータ要素を表し、エッジはノ

ード間の関係を示します。 

o クラスタ分析の実行: 生成されたネットワークに対してクラスタ分析を行い、

各要素がどのようにグループ化されているかを明らかにします。 

• クラスタ分析の結果の解釈: 

o ダイソン: 

 構造と品質に独立したクラスタが存在し、技術革新に強く焦点を当て

ていることが示されています。また、便益に関連する要素が一つのク

ラスタに集約されており、顧客に対してこれらの便益を明確に伝える

戦略が反映されています。 

o 日立: 

 便益と構造が混在するクラスタがあり、構造的な優れた点とその便益

を同時に提供する戦略が見られます。また、品質に焦点を当てたクラ

スタも存在し、日立が高品質な製品を提供することで顧客の信頼を

獲得しようとしていることが示唆されています。 

o 比較: 

 ダイソンは便益を一つのクラスタで明確に表現しているのに対し、日

立は便益、品質、構造をバランスよく組み合わせた戦略を取っている

可能性が高いです。これは、ダイソンがテクノロジーとユーザーエクス

ペリエンスに重点を置いているのに対し、日立は総合的な品質と使い

勝手に焦点を当てていることを示しています。 

4. 総括 

これらの分析結果に基づき、各企業の製品がどのように市場にポジショニングされ、どのよ

うな戦略が取られているかが明らかになります。ChatGPT を活用することで、特許データの

複雑な関係性を解析し、それぞれの企業の市場戦略を効果的に考察することができる点

が強調されています。 

以上が、「特許データの分析と解釈」セクションにおける詳しい説明です。これにより、デー

タの視覚化と解釈を通じて、特許データの分析がいかに市場戦略の理解に役立つかが示

されています。 

4o 

「まとめ： 本研究では、ChatGPT の導入により特許データの自動分類と視覚化が効率化さ

れ、さらに高度なデータ分析が可能になったと結論付けられています。今後の研究や実務

において、ChatGPT を活用した特許データ分析の重要性が増すことが予想されます。」を

詳しく 

ChatGPT 
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「まとめ」セクションでは、本研究で行われた特許データ分析の全体的な成果と、ChatGPT

の導入による効果が総括されています。以下に、このセクションの内容を詳しく説明しま

す。 

1. ChatGPT の導入による効率化とその意義 

本研究では、ChatGPT を活用することで、従来手作業や限られた自動化ツールでは対応

が難しかった特許データの処理が大幅に効率化されたことが強調されています。特に、以

下の点で顕著な効果が確認されています。 

• 自動分類の効率化: 

o ChatGPT を用いることで、大量の特許データを迅速かつ正確に分類すること

が可能になりました。従来、手動で行われていた分類作業は時間がかかり、

人的リソースを大きく消費していましたが、ChatGPT の導入により、このプロ

セスが自動化され、作業負荷が大幅に削減されました。 

o ChatGPT は、特許データの文脈を理解し、複雑な分類作業を効率的に行う

ことができるため、専門家がより重要なタスクに集中することが可能になりま

した。 

• 視覚化の効率化: 

o 特許データの視覚化も、ChatGPT の補助により容易になりました。視覚化ツ

ールの作成やデータの整理を自動化することで、視覚化作業が迅速に行わ

れ、データのパターンや関係性をより明確に把握できるようになりました。 

o 具体的には、マトリクス図やネットワーク図のような視覚化手法を用いること

で、データの複雑な関係性を直感的に理解することが可能となり、分析結果

を効果的に伝えることができるようになっています。 

2. 高度なデータ分析の可能性 

ChatGPT の Advanced Data Analysis 機能を活用することで、従来は困難だった高度なデ

ータ分析が可能になった点が強調されています。 

• 高度な分析手法の適用: 

o ChatGPT は、特許データの複雑な関係性を解析するための高度な分析手

法（例えば、コレスポンデンス分析やクラスタ分析など）を提供します。これに

より、データからより深い洞察を得ることが可能になり、製品の市場戦略や

競合分析など、実務に直結する分析を行うことができるようになりました。 

o 特に、ダイソンと日立の製品を例に、便益、品質、構造などの要素をクロス分

析することで、それぞれの企業の戦略的ポジショニングが明らかになりまし

た。これにより、ChatGPT を用いた分析が市場戦略の策定や競合優位性の

理解に役立つことが示されています。 

3. 今後の展望と重要性 
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本研究の成果を踏まえ、今後の研究や実務において、ChatGPT を活用した特許データ分

析がますます重要になることが予想されています。 

• 今後の研究への影響: 

o ChatGPT は特許データの処理、視覚化、分析、解釈といった多様なタスクに

対して一体的なソリューションを提供できることから、今後の特許データ分析

の研究においても、その活用が主流となる可能性があります。 

o 特に、特許データの大規模な処理や分析が必要な分野では、ChatGPT のよ

うな高度な AI ツールの導入が不可欠となり、研究者や実務者にとって有力

なツールとなるでしょう。 

• 実務における活用: 

o 実務においても、ChatGPT の導入による効率化が期待されており、特許デ

ータの分析作業における生産性向上やコスト削減が見込まれます。また、

ChatGPT は特許データに限らず、他の形式のデータ分析にも応用可能であ

り、幅広い分野での活用が期待されています。 

4. 結論 

総じて、本研究は ChatGPT を用いることで特許データ分析における新たな可能性を示しま

した。自動分類、視覚化、高度な分析が一体となったシステムが構築されることで、特許デ

ータ分析の質が飛躍的に向上し、今後の研究や実務においてその重要性が増していくこと

が予想されます。 

このように、「まとめ」セクションでは、ChatGPT の導入が特許データ分析に与えた影響と、

その重要性についての見解が述べられており、今後の展望が明確に示されています。 
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